
 

 

 

 

 

 小石川後楽園は、都心にありながらも深山の景を有し、

毎年１１月の後半から１２月の前半ごろには、４８０本も

のモミジが真っ赤に色づき園内を染め上げます。その期間

に合わせた『深山紅葉を楽しむ』では、様々なイベントを

ご用意し(どちらも参加費無料・入園料別途)、みなさまをお

迎えします(イベント詳細はチラシ、ホームページ等でご案内中！)。 

 

①江戸糸あやつり人形(松原にて) 

 指につないだ数本の糸で人形を巧みに操る江戸糸あやつ

り人形。繊細な動きで舞う人形の姿をご覧ください。 

日時 １１月２０日(日) ※雨天・強風中止 

   １１時３０分・１３時３０分(各回約３０分) 

出演 江戸糸あやつり人形遣い 上条 充 

 

②石州流茶会(英語で茶会を含む)(涵徳亭にて) 

 お点前披露とともに、お抹茶を味わっていただきます。 

日時 １１月２７日(日)(各回約４５分) 

   １１時・１２時・１３時・１４時・１５時 

定員 各回２５名(１５時からは英語茶会を開催のため定 

   員１５名。外国人のお客様をご案内される場合は 

   １５時の回にご参加ください) 

参加方法 当日先着順受付(各回１時間前より受付) 

協力 茶道石州流林泉寺派 宗匠江田露心 

   NPO 法人小石川後楽園庭園保存会 

 

③伝統技能見学会『雪吊り』(一つ松、陽石の松) 

 本来、雪などによる枝折れ防止のために施す「雪吊り」

ですが、雪の少ない当園では風物詩として、毎年、冬の園

内を飾ります。簪(かんざし)、帆柱、鉢回し、これらは雪吊

りの部位名です。庭園職員のわかりやすい解説付きで、雪

吊りが出来上がる様子をごらんください。 ※雨天中止 

日時 １２月３日(土) １０時・１３時(各回約６０分) 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

１１月１９日～
１２月７日、六義
園では紅葉ライト
アップを開催。小
石川後楽園から六
義園へ紅葉のハシ
ゴも、ぜひ！ 
 

深深山山紅紅葉葉をを楽楽ししむむ  
開開催催期期間間：：１１１１月月１１９９日日((土土))～～１１２２月月４４日日((日日))  
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小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その２８ 

④江戸太神楽(えどだいかぐら)(松原にて) 

 江戸時代から続く伝統芸能・江戸太神楽の数々の曲芸を

お楽しみいただきます。 

日時 １２月４日(日) ※雨天中止 

   １１時３０分・１３時３０分(各回約３０分) 

出演 丸一仙扇社中 

 

さらに、庭園散策をよりお楽しみいただける庭園ボラン 

ティアガイドは、期間中毎日１１時・１４時に開催！(各回 

約６０分、雨天中止) 。毎回人気の植木市は松原にて、期 

間中火曜日を除く毎日１０時～１６時(雨天中止)、水戸の 

名産品・軽食の販売も松原にて、期間中毎日１０時～１６ 

時(雨天中止)開催！小石川後楽園の紅葉とご一緒に、深ま 

る秋をお過ごしください。 
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 夕暮れが早くなり、秋の深まりを感じます。春、柔

らかな緑で幕を開けた今年のモミジも、色づきのころを

迎えています。緑も黄色も赤も橙もいろいろな色が混ざ

った紅葉、橙から真紅のグラデーション、真っ赤なとっ

ても真っ赤な赤一色の紅葉、一口に紅葉と言っても、そ

れぞれにお好みがあると思います。今年も紅葉情報をホ

ームページやツイッター、お電話等でご案内いたしま

す。昼間は過ごしやすい暖かさでも、お帰りのころには

気温が下がります。風邪をひかないよう、ぜひ、準備万

端でお越し下さいね。 
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小石川後楽園の園内は、内庭の唐門跡を出発し、木

曽路を通り、琵琶湖に見立てた大泉水を右手に見なが

ら、京都の大堰川周辺までを旅気分で散策していただ

けるような造りにもなっています。 

 さて、今回ご紹介する“竜田川(龍田川とも)”は、

奈良県生駒山を源に流れる川で、万葉の時代より紅葉

の名所として知られ、多くの和歌にも詠まれています。 

 木曽にある“寝覚めの床”になぞらえた“寝覚めの

滝”、京都嵐山の“渡月橋”を模した土橋の“渡月橋”

など各地の名所が集められている中、当園で美しい紅

葉をお楽しみいただける“紅葉林”周辺、その脇を流

れる川は“竜田川”と名付けられています。 

 奈良時代、五行説によって西は秋に通じるところか

ら、平城京の西側にある竜田山の神霊が秋の女神、山々

を錦に染める“竜田姫”になったともいわれています。 

 ちなみに、みんなの大好きな“竜田揚げ”は、竜田

川の紅葉の色に似ていることに由来するとの説もある

そうです。 

 秋の女神は、今年も当園の紅葉たちを美しく染め上

げてくれるでしょうか？あと少し・・・職員もワクワ

ク、ドキドキの毎日です。 
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